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OntheDJ'fEerence'in'Resistabih'tyofAdllltFemaleand斑aleoftheComm9n

･XotlSefly.M"seadomcsEL'iEiL･l昭ainSt】)DT･SttldJ'eson■theBiol0-gicalAssay Of
rnsectJ'C)'des･ⅩⅩⅠⅠⅠ･Sttmio･N̂ o 肌̂ Ⅳ^(T･1keiLahortltOry,(nstituteforCh叩ical

Resea'rch.KyotoUnil･erSity･TakltSukj,.Oh.3.1L･rl).Receiyt･dSept.]9.1932.Tiotyu-
'Kagabl17.1231133.1932.(lVithEflglishrdsume,I:32).

雪空･イモバエ雌雄の DDTに'たいする抵抗性の相蓬について｡殺虫対の生物試験にか

んする研究 .第93報 長沢純犬 (京都大学 1ヒ学研究所 武居研究亀)27.9.･ユリ.受規｡

1~緒 言

生物界における.ひとyjの大きなちがい,すなわち椎

と唖とl1,う性の卵逆は何物にもかえがた′い紺野は 即 け

点といいうるが,これを兆民とする研究はあらゆる分

野にわたって展開され,すでに数多い知見が提供され

ている.殺虫剤の生物如験挽定論の見地からも,且に

よ争盟挽軌の差炎は検定に関与す-る箔零内のうちでと

くに飛零なもののひとつにかぞえられていて,J.ろく

から研究の一課超となっている｡雅者が本論文におい

てのべようとすることは,イエバェの雌桃b)DDT

にたいする拭抗■41.の相連をさきにしろした撒扮降下袋

田法9'Iとよって実験検討した結茄であるが,なお考窮

に必賓な生理生態ならびに形態学上の相違点をも若干

これに的記した.

末文にはいるにさきだち,実験の助力と数姫の計井

に尽力せられた背信額 ･柴田砂山子の両班に孜基の謝

恋を炎するとともに.P,i,'.-DDTを分課せられたGei一

gyCo.Inc.,NelYYorkと InsecticideGrade

pl.rophilliteを送付せられた C.Tcnnant,Sons&

Co･,NelV,York.にたいしあつく鴫謝する次節であ

る｡∴

ⅠⅠ'実験 材料

_(I) 供思考剤,木実験には米国の Carolina

PyrophylliteCo.で桁朝せられた Grenflon,N.

C.霞の InsctticideGradePyrophyllitcを担体

とするや･P'-DDT(m･p･107-LIO80)のO･5･1･0,?･0
及び 4.0%･の4和め粉剤をもちいた｡卓の-m胡方法
は,さきに.:TC-11110'がY-rmCの同班旺粉剤p孤独こあ･

Tablc1. Îe.1Sdrcmcntsonthelengthand

comnlOnhouscLly,MfIS'cELdomesLIcaL.

たって採用した方法とおなじhenzolをもちtlる淋餅

況合性によったよ粉剤あ粒蛇は Tyler'の瞭準許 325

meShを全通したものであるがその分布はあきらかで

一ない｡

●(2) 供拭昆虫 仏訳見出としては.I.U焚培邦と小父
粉暇の約3耶こよって飼育したイェJl'ェ M･LSCadome-
stJ'caL.'あ羽化後 4-5日を-た健全な例.･4.をえら

んでもちいた｡その飼育方法ならびに茄姥条件はすべ

て長沢･珪野)によって記されたとこ7}とおなじであ

る.なおこの系紺まJJ-i･蜘ごく少数例体から托して.数

ifl･の累代飼育をつづけて今日にいたった,形態削勺に

もまた生地学的にもほぼひとしい迫伝的性幻をもつも

のとみなされる高槻系である｡ -

ⅠⅠⅠ 外部形軌 こよるイエJl･ェ雌唖の区別
イェ,.'ェは卵.助力!.または齢によってあらかじめ

その雌雄を識別し,弼者をわけておいて,それから羽I
化した成虫を矢駿にもらいようとすることはむづかし

い̀｡すなわち放出以外の虫蜘 こおいては,外部形態学

的に識別しうる性的の差知 ;な､く,叉後にのJ<る成虫

における体長の益只も幼虫期乃珊 瑚のそれにはあら

一､われていない｡例を矧 こついてしめすならば茄1炎の

ごとくである/これはあらかじめ蛸の大きさを測碇し

ておいて番号をらけそれから羽化した成出によって性

を決意したもので.測定をおこなったtT紙は71べそひ

とつの培ヨ伽､ら採取したものである｡

約1･Jiにしめした刊rJE約月!をみると.矧 こおいても
その平均.Trlは:Zf干雌つカが蛾よ()も大きい｡しかしこ

の平均lJliの正が推計学的に犯して悪衣のあるものであ
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るかすih､を検討してみる必要がある.まづ雌にたいす

る桃の抑側を部分における分散系列均野性の故定をお
こなった結果をしめすと･

長さ Fo=1.42 く FJ3】80(0.05).I

幅 ~F9-1.34-_<Fl3'8.(0.0ニ)

となる,すなわち母袋田の分散は共通であると考えら

れ弼捌 与適の分散不u7B推定丑 t･空をもとめて;純平均

他の益を ぞ､検定することが可能である｡その結果は

. 長さ'Ei-0.92<FJ2..(0̀05)′

帽 Fu≒0.73 < M12Jl(0.q5)
となL),相場と両者の差は有意とはみとめられないこと

が 0.05~の危険率をもっていいうる｡こうした理由か

ら稚拙別々におこなわなければならない宍故には,覗

化した仰.1休群を,低温,土-5ルなどによって一時的

の舶 ケ処理をほt'こし,､その間に雌唯の二群に分ける

か,せたほ麻酔の虚勢を考戯してか るゝ処理を(iどと

Table2.ISexualdiLrencein theratioof

lnOnhouseAyIMuscatdo〝LeSLica-L･

学 節 17 幼 ､

I_さず∴少数鞄,J､さな瓶にとtjながらこれを識別して分

'､けていく方法をとらなければな.らない｡そのためにわ

れわれは容易に見jEi廿 うる外=U,可視ゐ形態的特徴をし

っておくことが必繁であ去｡大体つぎのような点にお

, いて茸知 ;み､二だされる,
(1) 額D幅 節1,2団にみるよ'ぅに雌は蛭に-(ら

エペて複眼問の帽すなわち新の幅がいちぢるしくひろい.lー
こ叫ま割合広通園の双迦目昆虫に琴られる共通した特

.徴で背両または前回からみわけうるいちぢるしい雌雄

差である｡こ亘 生肘 蛭 硬投際本に亨6いては祝眼の

色と判然と識別することができるかさこの部分による

碓雄の鑑別はきおめて容易である｡餌の略の琉幅に対

-する比をしやすと約2表のごとくで,その平均値の益
を推計学的に7枚志するまでもなくいちぢるい ･相違が

､その間にみとめられる｡

(2) 腹部背板の放牧′妨3甲こみちように,恥 こ/

WidthoffronttolVidthofheadofthecom-

124

､ヽ
ノ .

Fig･Ill Frontalaspectof･headsofthecdmniQ',

houscnyIM zLSCado"teSllcaーL･
Left:Femble.Right:Male.
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Fig.2.IDorsalaspectoflleads｡f.tlle

commonhouse月y;MuscLTdombsLicaI..
b̂ove:Female.T3elow:Male.I

沙つTは約1背板は不蜘噴な相野事由色の斑紋を有し,

全休として暗色乃刑l詩澄色である｡約2-4背板はお
むゝね咲発色を呈し,与のうち約2及び珊板に3条の

哨巴の縦粂紋をもっ.弟4珊奴にはやや不T.内職である

/ がなお2条の耶条紋が存lEする｡柑 こねいては,約1
ー幣蚊の技縁に1対の符黄色の斑紋を有する｡爪2竹較

･ほ小火にツツミ魂の敗色の雛粂紋があ!),Lその光才は
相対埼生の広い斑紋乞なる｡孤3-4朋板はILj:色で3
条の衣難色の,m条枚を有するが,机4珊板のそれはホ

l 明唖である,しかしこの点をもってする岬経距の把別は.

･背通蜘 蛛 態にお＼:てイ干,,くL,は遡をとの｣二にたたん

(3)r腹部旗板の色彩と形｡阪田からみや場合の杷

別点や約4融 こしめすように腹板の形/t色によっても.

見わけえられるOすなわち雄はそゐ先端がややまろく､

..BS色であるのた放 し.'脚 こおいて止幾分とが(),産卵

管を柴山せしめる穴を一申 しIてほお むゝね自eiJであるO

Fig･3･ ､Dorsalaspectofal,doヮーCnS､of
･thecommonhouseay,MuscidoふesLL'Cai.
LeLtl:Female.Right:Male.

で崇 た空し.讐 聖 禦 It.'に竺警 誓 t:?∴ IA/.ヽ 寺淵 _Biをしめすと

(i)大きさ｡一
般に畔は雄にくらづ七大きいo
tLI

I,かし,
-これはFR
取
持恭中の水J,}.払臥
常軌琴皮な
.

∴

どによってかなt)影野をうけろから,
B法幣な相違点で

な(I
.
大きさだ'けではたしかで叫､｡ひ
とつの飼育特

?
L
rSか
ら羽化した大きさ(軌Ll糠にJ,･いた拐合の頂部･,
先端示ら暇滞米端までの長さ)を榔脚J々iこ71即位Lll
=

,.
結火を3例しめすと郡33Ltのごとくでおろ｡郡3
炎に､
.
~みるように同ILのポッ1･から顎化した企胴体を測定し

･
守脚ミはいづlLの場合も帆ま恥こくらべて抑二大きい｡
の大き割二つL'､ておこなった>:
同一の方法
1=よって検

定してみ
_
羊う｡ま
づ分散系列均苛性の検定をおこなつ

~l

May18,51如 1･10<Fll;69 LO･O-･)･･ I-･

June12,,,2･Fo-1･帆 くFll;;I(o･O5)

July9'･E.2Fo-1･03<F…,5; (o･oL'･).

111ig.4. VentralaspecLofノabdomensoftlleCOmmOn

′house月Y,MILSCadomesticaL･
kfL:Female.･Right: '̂rale.

d

I

- /

＼
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Table3. Measurementsonthebodylength′Offemaleandmaleofthecommonhousc一
ay,MzLSCadomeslicaL.

トー
1

_.

●̀

一

㌦

l
壷]
1

.

17IT~~
‥~
:

了~T~~一≡二二

■■.
~~-

とな7).母茄団の分散は共通であるとかんがえられる-

カさら,弼者共通の分散不侃推定忠 W℡-をもとめて両平

均把の弟を ぞ痕定すると

May18,51F0-10･47戸 ;15 (O･03ト

JPnC12･52F0-28･76>F;2,(0･05)-

Jl.lyO･52Fo〒64･TO>干.182(P･05)
liヨ

となI).いづILもF.>Fとなり,丙索と有志である
･ とかんがえられる.ーLかu耽雄の大きさが絶対的なも'

･のでない与とはMayI8.51測定 碑̀ FtJ･ly,9,jilZ測

宅の棚と包ま藍がみとめられない｡すなわち両孝の分

し 丁 散系列均斉性の検蚤をおこなった枯射 ま'-.

F0--l･42>.F;55;(0･0,5)･'
で.兆速の分散不侃唯定故 が をもとめて弼平均姫の

J,益を挽･ji!Lた括弧 王

F0--0･86<克 ＼(o･05)メ'5r_

で-和正の歪とl羊いいえなしこ｡それゆえ,いくつかのポ

ツーや 轡 畢 した輔を喝合して._それから卿 ヒした成

9は つかう嘘合t-=はこうした体長の題にむっで雌 を

なければならない｡

､(S).廠辞時峠おける挙動Oェ ーテ}Lなどで麻酔処

理をほどこすと雌にあってti,一往Jk仰転の状矧 こお.い

て産卵･Tliや伸長せ'しりるもPP)カ移 -(見られる｡妨咽
に見ろよ'うに白色の 2miム 内外野大きさであるから,I
こうした特徴もrまた雌雄鑑別のた.すけとなE):与る｡_~し

かし麻酔処理をほどこしたすべ七の雌の個体が産卵,41T

-1 を伸長するものではないや?ら1この特徴によ_?てのみ

雌雄を鑑別+ることはできない○

-Fig･5･.OvipositoroftrTCtOmmOn
･hollSeflylMuscadomestl'caL･

IV′臭鹸装置と方法 ･

l突放法敵 方法ともに耳た長沢 ･高野9'によってし
I_るされた撒粉降下装蛭法によったが･,処理茄丑のケこ
れを0.1gとした.買掛ま昭和25年6月10日よL)こ0【】

にいたる壬訊問に温陛約30oC内外の環姑条件1.1こおい

_ておこなったものセイ工,.'≠の雌株の級別は,rITm tこ

おいてのべた形態的特徴によって少数づつ紋に分けて

区別する方法にしたがった｡

･イ工,.'ェの成虫が上述の装密方空知土よって各班のめ

Table4･TimeT('min･)-percentkpCk′d叩 nY ･̂(%)tableofadultsoftbccommon
hohsc爪y(Muscadon,esL.4ca㌧L)hythpP.･FIDDT poや rofva空usAconcentrat王ons
C(%).

12住 ､

l l~
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皮の P.♪一一DDT 粉剤を枇招せしめられ,桝 をお
こして照蟻に終ll'仰院する時間的超過を災読すると約

4▲･yiのごとくICtある｡なおここr7:I-柁御 社をおこして

描下仰伝した仰肘も そのままの状態にJJ'いては鈍くE:
することなく.奴咋mH刻二は-掛こ托鴻したO

.VI考 病 ●

致洋下仰成虫数串をもってあら'わされた[エJ(ェの

Dr)T, B●lI_Cーなどたか .+る虹tJLh性は,:処現時刑

の対数帥 こたし:して正軌こ分布する_ことをすでに亡は

･Lは証明したor本実験結果においても.土の対数の法

FlJJ:土当然成立するものと考えて節1炎の T■をそCDT対

数 tに,致拡下仰成虫数率.YA･を pro7,it yhに変
換してその阿招方房祇 -

yh -54bc(i- 'E-;)､

をもYめるさととする｡､ここで b■ま1fJJ系数でその

辺放 けC〒1/bdは変換された斑抗仕の正妃分榊 h税の
標珊柘藍であ争OL'itま中火llriで嘩開放搭下仰成虫数
等等恐皮分布曲税のモードの把の対数である｡それぞ

れの同情蜘こついて計許した bo.d･,'toおTよぴTd-

logl1i-d(小畑 好一(仰臨時問)は妨5才壬のごとくで,

これを図歳したのが妨6回である｡,.

∴約r)粥にみろように仰排それぞれのTrJ係数土.処和

した罪刑の泊賃に関係なくはi'ひとしい｡平糊 tf榔 :

〒4.53030,雄 -･5.96089｡しかし雌と排のそれをく

らべると,排の方が恥 こくらべていづれの暁哩におい

でも大きい｡すなわち洋下仰由をひとつ?刺戟だ識ど

して汀己崩される時:ul反応芸糾I俄のかたむきは,排のガ

が急である｡＼心 か-ぇ九はilE.･の加 ;Db･r◆にたいす

る感じ方がするどいということができよう｡イェバェ

が咽 L;t=よらてこうLJ:州l/lt.をLy,すことは Murr-

ay17)Millera丘dSitぬntonq,Eaglesonn t',bl:･
PceトGrady-･装琵乃'_S.ModirledPeelGrady旅VLI

l=よって~pyrethrins石油液の効力を比校突放しため

鹿致死率.u瀧の場合にもみて-いる｡また同じpyrcth-

rins●ォI'汎液を spray-tunnel̀法野によち七l･e校換対

した EagrcSOnで)̀の実践相月ミl土もあらわれていろ｡し

かし今l行珊者のえた桃のしめす1rJ係数が榔ゐそれにく

らべて大きいことは 7:agleSOneJの3:扮軋TL収に一班し

たが Murray,7)11日lcrandSin.tntOnn)の折梨とは

反対であ,730

J
I

Ls
3
!q

O
-也
tn.

a
B
T

e首
aP1且

tẑ
w
p

月

等貞
;76i432 -′､

一 ∫

-Fig.6. Time-knockdownregression'is'odose貞intherangeofconcentrationof♪,p'-

I_DDTpowderC4･0･2･0･1･OandO･5%･Left=～Fehiale･Rl'ght:Male･

Table5･ Characteristicsofthetim.e-knock｡blVn1-regressionist)dosc･qln･tl-C.angcof

conccntrationofL･,〆-DDTpolydcrCfilom0.5to4.0%.

Regression
cocL7icienト

b.

5
0
∩り0

0
1
2
4

'stalldard
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･qe

撰 十 億

Mc(Ii.lnknock
dolVntime

IT.(min.)

5
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●
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●
●
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･ちぎに時間 Tあ対数L-とめ皮 C'との男係を考察＼
しよう｡すでに雄老9･IQ'はこ92変数の問には Ost-

J/ ､,tit(lLl'?式 ∴ ゝ

C〃t.ゴh

が Dr)TならTtfに BHC層別の場合にあてはまるこ

とをのべた｡ここで nおよび k はそれぞれ slope

とIPOSitibnをあらわす常数で.落下仰横を意味す右

せきの h･とこt･の kとはことなることlをことわ?七

おかなけれ畔ならない｡第5表の鶴男について本式を

誌ほれ′た括弧t;第暇 めごとく_であLL)./これを歯元

班狂等致落下仲宿虫奴率の調停は今回箪者が実験をお.

' こなった披蟹範囲た血 ,では,Cnf〒孝の形をもつ＼

I.て しめしてさしつかえないことがわかるO.;ところで約

としく,これを囲示した約7図の2粗ま大体において

1-平行とみなすことができるようである｡lそこでこれら

/ふおっのn/を平均した _(0･1649号4d+〇･1491379)/2-

､一＼0:1570310をもちいて竣箆と時間の関係を計井すると
,その結果はつぎのごとくなるO_

? t､+0.157031c-1.0378530又はCO:1671ヒ10.909

霊 =-‥::-::i--こ-i･I-; ;･-:ここ~こ∴ こL: C -I ;:_--=1-1二 三 I1.I-I._I:_I-+ /:;--:誓 二 II言
. (a-CU)?t=k､-

の式如 ､んがえることの必要性を分散分析法によって

検討した括東は第7式のごとくで,=次回惜現にかん

する分散比は.雌雄ともに1.7よりも小さく,時間-ヽ
I

､･ ′･Table6･- Therelatiodbetwleenlloglime
knockdoIVil..

'､る強圧の比をもって榔 低抗性の相違をILめすと ,
′･-(1.0378530⊥0:83811802)I/ー0.157031-1.271946

その道対数依 l̀og-I1.271916-18.704をうる｡すなヽ ~､
わち蛾は太脚こ比べて 18.704倍逝抗性を有するといえヽ

-andlog71COnCentrationatthe50per･centl'､

I+0.1649240C;1.039026l

or CO･糊 L≡10.940

0.0000037 0.000OUO9
～

7heing -
0.150515∫

i+0.1491379c--0.8369390

or CO･149t=6.870

■0.0000068 0.0000917

1cbeing
0.150515I

0.00000I;-)

･I Table7. TableoftheLanalysisofvariancefortest王ng･linearityofrelationktwccn

log-concentrationforthedataiDTable51 / ,

Variancedueto P,ee55C.emoLI●lsumdfsquas司Meadsquir占 Varianceratio

term.▲_.Single′curyatureLrOtnstfaight】ine,■∴thequ年丁 ･:辛 ■ L㌧O.OOOOO33,.∴ :.-0.0000033.7._ I:0.8250000

straightline,thequa-
′draticterm.･ ゝ

ErJ･Or

0.0000826

-

0.0000523

0.00ニ0826

0.0009523

I.6793と.00

1.OOOOOOO

Total INJ-I-3l一､･0102127 し

′′

7: Z:

l

ノ
I J

J＼
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ろ｡杖対に一党拙哩において50%を亨粁tl'仰招せしめる
に要すろ時間の比をもって.雌蛾抵抗性の和過をしめ

十と 10.99リ/6.883--1.584なるZylllをうち｡すなわ

ち帆土桃に比べて 】･68日 .Lt.:の抵抗比を祁するとい与

る○ ＼

Concentration,C〆

.I1
脚
耶

一.ftZJtPで亀○t･tT!
?ttlu
.

0_5- 10 2.0 4tIL

0.3 0.0 03 0.6
Concentratiorl.1'nlogJLtn'IhlJ,C

ン
一

朱や,Woodhury&Barnhart℡O)のfs,こなった桁laQ '-
郡山のト7.ジヲミCimextecL･,toy;･JSL.にたいする

契験枯刀ミなどこの例である｡しかしながらかならずL

も雌が柑 こくらペてつよくないことは,亘恥 *]111ヲ'
のおこなった paradiFhlorbenzol~のアズキゾウムU.

GattoJObr,JChNSChinensl.SL∴にたいする実験結果な

､. どにおいてみられる｡そしてまたほとんど嘩雄の差が

14 みられない例とLしては Sun16,轡 こなった二硫化 ､1

甘 慧 ;,nza,a:OVL.cp.=S;=bIS l';I;Si冨芸 !去諾 ;恵

､Fig.7.Therelationbetweenlog.ti血e

IandlogconcentratioT?atthe50percentI
knoekdownlthe′equationIOfthestraight.
-linesi'noriginalunitsLareCO･165t-10.9幻on′ A
female(blackCirclesandsolidline)よnd

CO･749t=6･870onmale(lVhitecirclesland
8Olidline).

以上の括弧まイェ,(ェの柵は椎よりも諸種の弟即シ
封土低温,高温などのEa･常刺掛こたいして,おlむね■

高い抵抗性をもつという先学者の実験括果とT一致してノ
t､る｡しかし薬剤の種矧こよって由抗性の差異の摂既

Tahle8. Chemicalanalysesofadultfemale

L.(AverageofBOOindividuals)_･*

宕均のおこなった parathion,methoxychlorのイ

エバよにたいする致落下仰輯効力を㌧らべた実験結果

もまたこれとちかい｡

ところでとうした雌雄によるいちぢるしい差異のみ

られる原矧 こついては,現AEまでいろいろな考察がな

されている｡Blis'sl)はカイコガの幼虫にたいする批

盛の試鮫において体現をとt)あげ.掛 ､m附嘘 い胴

I

らしう.7Dことをしろしているが,このことは畔椎によ

って休詔が相遜することを要田のひとつとする考零の

其付けとなるかもしれない｡内田･節川均もアズキ･)I

サム･yの雌株の nap_hthalen にたいする抵抗性の遊
典は,餌Biに体訳の和迩に珊しうるかもしれないこと

をのべ..長沢IDも同じ持物 ,､ら羽化した一群の個体の
なかでも体現の小さいものは.大きいものよtI抵抗仕ヽ ●
andmaleofthehousdly,MllSCL7domesL;ca

Anhydrous.matter Crtldefat ･JAsh1-.

JJWeightperindividualI)ody ノ, ℡JPercentinindividualhody 3) percent'in
anhydrousmatter

には.かなt)のひらきがあることは箪宕12)もすでに相

JA･･し･.また串なじ基剤におtl､てもそのt.純･はかならず

Lもひとしくないことは EaglcsoneJがIITurray,17.'
.Miller皮Simanton67らの実験結盟をlヨ身の究取結

火･と比較しての.<ている｡イエバェのみでlなく,他の
LL91においてもお むゝld附蛸いこくらべて諸種の薬剤
にたいして市い抵抗比をもつもののようで,たとえば

Woodhl-ryW'のおこなった除虫菊石油液のチ,i･Jくネ
コ●キ7'yBZL7Lctta.ge,mLZnl'caL･にたいする実験結

*本分析杭は松田弘砿氏の厚意によりえられたもの

である｡

･＼ が托いことをしろしている｡●作爪の即 はお むゝね呼
pH.已Fr由t淵虹なt･に比例し.蛸甫由などの糾験結
果を問茨的に考黙映討することは,仙爪が大いに役立 ∴

フかもしれない｡しかし休LAIだけに碓畔の抵抗性が相

. 違するこ_tの原凶をもってくることの純理は,それぞ .

れの中央致死時間を体悪でわってみれば,その値が.ひ

-としく･な-t･ことによってうなづかれる;脂油倉皇の多

l少がまたその現を構成することは輩者の実験結果か早

はいいだなtI.郷ヲ表にィ.エバェ1匹あたE3の各成分含

.祈丑をL.めtたが,いづれも特別高い意味をもつもの

は存しないよきであや｡苧hepardetal･川 は諸種見

出の蛇蒸剤にたいする抵抗性は,発育所賓槙罪温度?
1
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TableO.-characteriitiとsoftlletime-khockdolynregres_iorlis'odosesintherangeoL

e6ncentratidpOfp!〆 -DDTpowderCfromO･5t0-4･0%}landtheXタtestforCOm-
rpariz]gobservationswiththetomptitedcurve. Computedfromthecomhincddata'of

Table･40nlferhaleandmile.

＼
ITablelO･ Sexualdifferenceil一duration oLdeヽ･elopmentfrom eggto･adtlltofthe

com77)Onhouse爪y,MuscadomesLICaL.

大きいものほど拓く,この小さいものは低いことをの

べている｡発育に顎する横井温壁の大きいものは小さ
いものよL)体刑や休誼が大きい場合カ:･多いから･ (石
介)1) これもまた説明の一手段とはな.I)えよう｡~桜井

碍蛇としての放胎ではないが,'雌掛こよる発育日数の一
相迎を約10衣にしめしておいたが雌の方が,雄よ()紘

その発育日数は若干大きい｡こう-Lた相磯…によるいち

ぢるい ､抵抗性の基巣のみられる拓欄 につい七は,柿

に今回のようなきわめて短時間にあらわれる刺戟蛭誠

をもってする場合には皮膚O-構造と性質を形態乃至生

化学的見地あら詳細に検討してみろ必要があろ/ぅOな

おまた体内にとりいれられた場合.それにたいしては

たらくともといわれてしこる解毒酵素の存否と牡矧こつ

いてもしらべてみることも大切である｡今回の実験結一

月王にたいするこ_の方輔よL)する考賂t,すべて今後の
研兜にゆづることとして,本論においては生物試験枚

矩輪の見地から.考赦すづきことがらを一,J土と()ち

げてかんがえてみたい｡'

I.諸種の英剤l土ね ,する抵抗性が雌雄によって相嘩す･

ることは,咽 艶昆合の状隈で実験をおこな1､,その炎I
刑の有効圧をじらべるときその性比を可及即か とし子

とって実験しなけ和ぎならないごとをもめがたってい･

ち.もっともこれは-,正劫の分布血税を杭奴す声雌株両

者の個体がほぼひと1_く,その分布の中心が相諺近し∴

ている場合にかぎられるo雌雄両者の正塊分布の叩心

が遠く手放三つている,すなわち抵抗性の謹製があまL)

130

｣こいちぢるしいときは,桐.'本数をいくらひと一しくして

もその合成分布は相称な±峯分布となってぐるから,.

そうした考It故もまたはじめから知力であZJoなおIEた

反応様式のことなる,すなわち正姐分布曲税の形がち

がつ七いる場合,換言すればこれに一次変換牧作馴ま

こどこしてえられた同局脱のlTj除数がいちぢ.るしく和迩

する場合もまた,正しい評価をなすことは不可ntrC･あ

lるととのような場合や,畢た雌雄の数をひとしくとつ

七実験をおこなうことがきないときは,当然柳 川 者

をわけて実験し,それぞれの結果から比校旗討して1J'

.効度を.第･定しなければならない｡那 尖の結射こ亘 ,
て今かりに雌と雄の比をひとtくとった混合状態で実

､一助したものと振起して,それぞれの時間一致手許IJ仰伝

虫数率仙松一次変換の[_Hj慣方程式を計許してみた｡そ
:の結果は節9表のごとぐごあるがこれは便宜的に件組

脚音払こことなる集団の昆虫を?かつて致掛 .1仰腐虫

軟率をもとめたも?と仮{起して,喪故-致死率仙班の

1汁卦方法た坤 がってその南信方程式を3,とや,とれ
にたいする'x2試験をおこなったもので･あZp｡x2H.験

rの結刃ミがしめすように:ユO%の場合をのぞき税.肝lJriと

理論位とは抽Iui誤iI:,の紙用内で一致し,､両者況合の状

＼∴態で実験した如 三も23'ゝ むね対数帥こたいtiて正分布

をしめすtsとがわかる｡それゆ冬 .DD.T 粉剤の-LJ'効

皮を検定する場合は.榔雄混合の状態で試験をおこな

っても,もしその性比をひとし_(とるならば枯只の判

凪 こは大作さしつかえないものということができよう.

LZ.i
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Tablell. DurationofdevclopmcntfromeggtoadllltoEthecommotlhouse爪y,.M ILSCa
domesLlcaL.

さきに雑著8'ほbcn2ophenonP況町の除虫菊蚊収税
番地封のイエバェにたいする効力を実験した報文中に

も同校の却実をしるしたが,雌雄混合状態で試験をお

こなう場合は,その性比きびとしくとらなければなら

ないということは,たとえばイエバェについ ては.

Afille.r&Simanton?.が指摘L s,ヨウ57ヨウJl'ェ

DTOSOL･hi'tameLanogasEerMeigenについてもLordlわ

がのべ,ZabnLess.Lb/asclaLtLチ(Boh･),Tn'botJ'""l

confTLSLLmDuv.については Sun16)がしろしている｡

われあれはまた羽化筏?盗過日矧こよる抵抗性の益

典の存すること(Simant.onaMillir)15)を考艦して,
取口にわたって羽化する1群の蛸を1日毎,別の筏に

うつしてゆく措矧 こでる場合があるが.これはFL初の

巧に椎を多く飼育し,後の箔に雌をとる結果をまねく

危険がある｡というのは肌10衣にしめすように同一卵

塊からIu発しても.雌雄1.=よr)(個附こよってもナ全
発育糊rulに若干の差別･があるためで,.供託昆虫を装招

内に輯入する際,こうした点にも注意する必要があろ

う｡羽化してくるイエ'1･ェのその日その日のtEl･也;滋

●初のCjiと後半とではいちぢるしくことなることはすで

に ･ilhozr'sscn&DdDeru)も指摘しているO脚.0炎
の結果を要約したのが節11=Rで,平均把をみると鞭の

方が堆よE)も発育に若干長時間を零すろことがわかるO

こ1I.が統計学的にLJJ億 の差であるか否かを検定してみ

ょうまづ分散系列均斉性の検定をおこなった結態

Fo≒1･12<FISl173.(o･03)
となり,何条;団の分散は共通やあるとかんがえられる｡

そこで共通の分散ホ悦唯定鼓.が をも･tめ弼平均rRの

出を F挽'j己すると,-

･･Fo-i,O･89>:F9160(0･05)
となり,その丑は1J-;uであるとみとめ′られる｡ひとつ
の別海輯プ伽 ､ら羽化した1群乃至ひとつの篭のl榊こあ
る1郡のtfL.l･とがひとしいことは,Peel-Grady法など
のように一時に火lriの仰 木を必賓とする試敗には,上

述のようなn州から絶対的に必要であり.また少凝招

atrandom に採取して拭雷灸をおこない,全部をつか

いつくす切付にも必繁である｡そうでない場合はたえ

ザ雌蛾をひとしくとって粥験をおこなうべきことをか

んがえにおき.試験の最後にのこった片方の余剰の何

体は掩粟する措置にでる必要があ ろ う｡ Miller皮

simanton6,は11あ飼育取から羽化したイ羊 ･̂ェの性

比(zS/?+8)×100をかかげ,それらゐ平均は51.4

･%であったことをのべている筆者が豆腐粕埼玉によっ

て飼育したものの件飼育培12;ちごとにしらべた性比は第

12衣のごとくで.またいくつかのボツl･からと-()だし

た蛸を一様に況合し<1,2の飼育筏でわけで,羽化せ

Table12･SexratioofcomllOnhousedyI
M ILSCa･do"Lest,'ca L･Iform laboratory
cultures.

しめだものの性化をしらべた結凪 ま約13表のごとくで

ある｡すなわち が 試験の結果がしめナよIうに,その

性比が 1̀:1とみとめることが出来ない場合 (22>3.

841,Pr--0.05)がいづれの場合にもないとはいえず,

上述のような考風土たえずもらている必要があろうO

なおまた Peetによって考案せられた屋曙 の沌 くそ

の1例はC'.B.Gnadinger.3,pyre主hrumFlowers,
1933･3737tに匿京されている)飼育筏をした場合,この

上部にあけられた小孔から小鞍づろItE)だして試験竣
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紀に沼入することをつi･け拳と,虫に光にたいする尭

性の相速などに基因するものとかんがえられるが,位

初に蛾の個体のみがでてきて,雌が鎮にのこる傾向が

ある｡こうは 21f･実扇 ･でに MillerandSiman-

ton6,によっても指摘せられてい･るが,雌雄同痕個体

を装旺内に導入しようとする過程において考艦さるべ

きことがらであろう.｡

__Table13..SexratioofLITcages.

VII 撰 丁 寡
イエJ=ェの雌枕が･DDT の致好下仲居効力に丈t't

してしめナ抵抗性の相違を.撒粉降下装恕法にようで

検討し.それらの結光から生物試験施行過掛こおいて

泣恋せらるべきことがらを2,3指摘した｡あわせ.{雌＼
雄鑑別のため必賓な,外部形態学的ゐ益虫をとE)あげ

てこれを図示した｡,

1(1) イチバェの成虫の稚雌は,外部形恐学的には,

朗の幅,腹部背紋の斑紋乃至松坂の色彩とかたちによ

って‥容易に級別することが山来る｡

(2)｣定時問において50%を落下仰密せしめるに

賓する吐琴の比をもって雌堆抵抗性の相違をしめすと,

碓掛 こくらべて 18･704倍の抵抗性を有する･/泌 こ-_
也蛇において50%を落下仰転せしめるに賓する時間の

'ju_七をもってしめすと雌は粗こくらべてJ･584倍の也

tJuJI:をもっていZ/tいうことが!できる｡
(.'1) 殺虫剤の生物試験をおこ.fj:う際は.雌碓抵抗

性の.11m･を毎は.'し七'･常にその肘ヒをひとしくと_つて
試鈎をおこなう-よう心がける必賓があるO

-(この排卵は文部省科蜜研究鞘の助成によっておこ

なわねたもあである,銘記して謝意を炎する次節であ

る,∴なお本文の大賀はすでに予W JJ上して報告した).
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than-females._Whenthe.experimentsLotbi0-

10gicalassayofinsecticidesare′carriedbtlt

a日hesexual■miⅩingconditionsiHs､l･erylm･

･ーpOrtantthattheproportionofmalesand･fe-
malslュeequallyl'ilancedthJOugl.loutthetest.



防･､虫.科 学

Wecan-determinstheseコ【Of●livingadultsof

thecommonhouseflyeasilyand･叫mistakably

hytheWidthofLro!-I,thepattetǹ0-∫abdoTnト丁

界 17-.錬 -

mltergtzmandtheshape･andcolor.oLltJM-
mateabdominalsternt1m.

ExperJ'mentalob8er▼Ation80'nthelifecycleandovJ'posit)'zlgact)'vJ'tyofthehotLSe

fly,M〝scL7domesL''cLZV7'cz'〃aATacq.Kazuont;r;I●(En､･ironmentalSanitationSection,

o･qa'kafrefettural-Go､,t.)Recei､･cd0,ct.10,1952.1Boly･一-Kagch,,17,133.1桓 (with
EnglishrestJm≠138)･ .､

23: イエバエb孜青史及び声卵活動叩 甲 声故的研究 試行神 目 大約 肘 郡 .
環境衛生辞)27.10.10受理も,

イエバ エの発育に閑+.る研究は,Hew.itt(1914)は

じめ Peairs､(1914),′Kvasn).kov･TL(ltJ31), Ri6-
hardson(lt)32);Petrishcheva(1932),llase(1､

936);PerbencvaTUkhot:a(1937),IIafez(1941),
Leikina(1912).FeJdman-Muh.Sam(1944)等その

報告は野しい数にのぼる｡本邦においても小林 (lCO9,

1913,193-,),小林 ･水島(1937),仲田(1939)等によ

り評純な研究が行われ.イ工,,'ェの発育史に男しては

かなりlPJちかにされてきたもさらに小林 (1918i1924,

1925‥1927,1929,1930)はイエ;(.Lの緊杭能力につ .

いての広汎な実験的研妃を行ったo雑著はIL本庄のイ

土 '̂ェlこついて,これらの諮報告を轟卿こして押吟味

を行ほ 嫌から実験生態学的研兜をこ 7ゝ'､みんとした｡

この報告はイ工,.'ェの飼育法について従来行われてき一

た若干の方法を比較し.誰者の軍験した簡単な飼育法

につい_{記述し,発育期聞及び羽化め状態,成虫あ所
卵活動についての執察を胡賢し 諮学者の御参考に供

する次轟である｡･

I. イエJ4'Lの飼育法

イ干J{工の飼育に使用されてきた medium･は甚ii
広範田のもので.その飼育法は比較的簡易であると思

われる｡幼虫の飼育に用いられ●るmedium をあげる

と-,動物糞 (特に鳳 √朕糞),ミルクを辞したバ･/.憤

W:した思鉛鼠 ブスIq･, '̂ラサキウマゴi･.シ.コーヒ

ーゐ項班,チIR:などで√中でも自然界に於ける好発

生物TZである馬萌の利用が特に多いようである｡動物

恥 ､らn.生するイエJくェの親矧こついて式のような報
告がある｡臼然料こおける●発生物質の直接利用という

何から参考になるであろう｡

IIafez(1941)はエ'ジブト地方の M.tn'cl'〝LZは.

.W我が庇もm賓な発.lE物TEであることを指摘し また
雁の狩場 弥こくら声で ま̀るかに雌の床卵を誘引さや
･るもので,さらに柄羊,山羊の苑が牛犯 私犯こくら
T<好発生物であったと細管した｡Feldman-Muhsam
(1944)はパレスチナ地方の M.do"'esLica.I,''cf'ふLZに

ついて'いろい.7,の棚 橋 について発生状態を放恭し

た結果,LF矧ま最もよく発生するとし,Le!kina(194

2)はM.domesLl'caが人間や朕の糞に穀もよく発生し

.関取王位も発生しがたい物T:1であったと比べている｡

このように地方によってィ.エバェの自触発IF:物T(の見

ることは,動物の食物の状頓がTl-.Jらかの影坪を与えて

いる:ものと考えられて托口剖 LTi,ム

rわが国では小札 付m(1!)39;等によって1-1隅rI日 野

花粟)はきわめて良好な発背をすることを･Wuti･し か

な()広く利和ほれているようであるが'.小林は小変,7

クマで良好な発育をせしめたo最近 Hafez'(1918)は
隼乳 3.水1の湖で浸したf,rll花で飼育L得る磁伽な方

法を相Lb･･し また長沢･法ホ (1949)は成熟こJf'i-ル

酵母を加えたものを特誠として用いた｡

.珊剖土ィ.- 'ェの糾七代にわたP.'噺 賢させた小変
7スマをBi一に与えろ方法によって累代飼育を行って

きたがその結果について述べる｡以下実験に用いた材

料はいずれも本法によって飼育したものであるO.イエ

バェは神戸市E!灘区榔 町西青木にて採集されたもの

で,同町n本位脳化学_1二粟株式会社(池田安之助rt.)に

おいて累代飼育を繰返され,第641杜代の個体より認搾

いたi:Tいたもので(1951年2月).爾後相続飼育を抹返

しできた･イエ戸 の柾の決定についてはなお拭掛 ;

痕きれてお如 ;,雄者は粥の立切する M- dom王
sL''ca,t"'C''"aMncq.としIC窮扱っていiLh

.小変ブスマほ適牡の水をもってねF). これを30oC

の耕卵糾こ一路禄放托して憤僻させる｡この場合.水
分が過剰であると醐1紬'L過熱こ促過して僻性が放くな
るため,●発育の巾途で批死する何体が増加する｡醗辞

した7スマの一部はチャーレに甜め,旬日夕刻に成虫
の飼育怒 (縦25x桝15大高 10cm)に入れて産卵させ

-る｡翌朝これをとり出し,あらかじめ励 声させておい

f=17スマとともに肉池S,ヤー,レに入れて恒温飼育をしノ

た｡幼虫一匹に対する7スマの丑は ユ.5-2.Ogr.が

理想である｡この medium によると.厳輝が迅速で

何もに使用できること,劫火はきわめて均等に哉育し.

何体問の大きに差の少いこと,馬我のように鹿好か '･

1お


